






【要約】易骨折性・骨脆弱性が問題となる骨形成不全症の診断治療に関する手引き書の作

成の第一段階として全国の大学付属病院・小児病院の小児科・整形外科の患者数の調査を

行った。調査票の回収率は 40.6%であり、小児科 113 施設中 44 施設(38.9%)、整形外科 61

施設中 31 施設(50.8%)において患者の定期的診療が行われていた。患者数は小児科 130 例、

整形外科 217 例で、一施設あたりの平均患者数はそれぞれ 1.23 人、3.51 人であった。整

形外科においては首都圏、京阪神、東海地区で加療を受けている例が217例中181例(84.8%)

で特定の施設に集中する傾向が認められた。今後、これらの施設に対して詳細な患者調査、

患者本人、家族に対する実態調査を行う予定である。


